
表紙の写真について
　東海道新幹線が開通した昭和 39年当時、三島市には新幹線の駅はありませんでした。地元からの
強い要望により、昭和 44年 4月 25日に新幹線三島駅が誕
生しました。表紙の写真は昭和 39年～昭和 44年の間に撮
影されたと考えられ、新幹線が三島駅を通過する瞬間をと
らえています。
　また、表紙の柄は三島柄という三島茶碗や三島暦にルー
ツを持つ文様です。さまざまな柄がありますので、こちら
にもご注目ください。
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い
て

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に
発
見
し
必
要
な
支
援
に

繋
げ
る
た
め
に
、
学
校
や
福
祉
な
ど
他
機
関
連
携
で
支
援

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

A
様
々
な
家
庭
状
況
に
応
じ
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
国
か
ら
示
さ
れ

た
際
に
は
、
福
祉
・
介
護
・
医
療
・
教
育
等
の
様
々
な
部

署
が
連
携
し
、
潜
在
化
し
が
ち
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早

期
に
発
見
し
支
援
が
で
き
る
よ
う
研
修
等
に
努
め
て
い
く
。

「
生
理
の
貧
困
」
対
策
に
つ
い
て

Q
安
心
し
て
衛
生
的
に
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

小
・
中
学
校
の
保
健
室
や
個
室
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常

備
し
、
無
償
配
布
を
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

A
こ
れ
ま
で
急
な
生
理
の
際
や
生
理
用
品
を
忘
れ
た
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
保
健
室

で
生
理
用
品
の
提
供
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
、
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
児
童
生
徒
に

向
け
て
、
ま
ず
は
、
中
学
校

の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
置
き
、
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
支
援
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

古
長
谷
　
稔

�

（
政
和
会
）

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
箱
根
の
里
利
活
用

Q
青
少
年
育
成
活
動
の
拠
点
機
能
を
堅
持
し
な
が
ら
、

新
た
な
利
用
需
要
を
取
り
込
む
べ
く
、
試
行
と
並
行
し
て
、

可
能
性
調
査
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
か
。

A
近
隣
の
民
間
観
光
施
設
と
の
情
報
交
換
や
協
働
の
可

能
性
を
模
索
し
つ
つ
、
多
く

の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る

家
族
単
位
等
で
の
利
用
拡
大

な
ど
を
試
行
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
三
島
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
民
間
活
力
の
活
用
検
討

に
つ
い
て
、
並
行
し
て
調
査

研
究
に
努
め
て
い
く
。

富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
改
訂
に
伴
う
避
難
計
画
の
見
直
し

Q
三
島
市
も
他
人
事
で
は
な
い
。
市
民
に
誤
解
が
広
が

ら
ぬ
よ
う
正
し
く
恐
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
避
難
計
画
を
見
直
し
て
い
く
方
針
か
。

A
今
回
の
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
を
受
け
、
富

士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
策

定
し
た
富
士
山
火
山
広
域
避
難
計
画
を
令
和
３
年
度
中
に

見
直
す
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
避
難
計
画
の
検
討

内
容
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
中
に
市
の
避
難
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
房
　
正
治

�

（
緑
水
会
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
公
設
民
営
化
の
可
能
性

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
全
体
に
民
間
事
業
者
に
よ
る
指

定
管
理
者
制
度
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A
児
童
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
求
め
る

声
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
運
営
の
た

め
、
す
で
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
済
み
の
坂
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
も
含
め
、
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
全
体
の
民
間

事
業
者
へ
の
委
託
化
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

Q
三
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
中
間
見
直
し
に
伴
う

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A
基
本
目
標
と
し
て
、
成

人
の
週
１
回
の
ス
ポ
ー
ツ
・

運
動
の
実
施
率
を
、
令
和
２

年
度
の
59

・

９
％
か
ら
７
年

度
ま
で
に
65
％
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
目
標
に
設
定
し
た
。

オ
リ
パ
ラ
開
催
を
契
機
に
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
と
ス

ポ
ー
ツ
の
持
つ
様
々
な
可
能

性
を
活
か
し
て
「
健
幸
都
市

み
し
ま
」
の
実
現
に
努
め
て

い
く
。

�
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朗

�
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来
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）

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
に
関
す
る
説
明
動
画
配
信
を

Q
進
展
が
期
待
さ
れ
る
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
伴
い
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
手
続
き
の
仕

方
を
説
明
す
る
動
画
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

A
本
市
で
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
各
種
動
画
を
配
信
し
て
い
る
。

動
画
で
あ
れ
ば
、
画
面
を
見
な
が
ら
同
じ
操
作
を
行
う
こ

と
で
、
手
続
き
が
可
能
と
な
る
た
め
、
今
後
も
動
画
を
活

用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
等
、
わ
か
り
や
す
い
情
報

発
信
を
図
っ
て
い
く
。

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
て

Q
ご
み
処
理
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
減
量
・
資

源
化
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
を
見
学
す
る
機
会
を
創
出
で
き
な
い
か
。

A
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
見
学
は
、
ご
み
に
つ
い
て
考
え
る

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
事
前

に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
施
設
の
見
学
は
可
能
な

た
め
、
ぜ
ひ
と
も
ご
見
学

い
た
だ
き
、
ご
み
に
つ
い

て
の
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
を
目
的
と
し
た
出
前
講
座
開
催

困
窮
世
帯
等
へ
の
貸
付
支
援
の
延
長
の
周
知
と
支
援

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項
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 1 日　�各派代表者会議 
議会運営委員会

 8 日～ 23日　６月定例会
 8 日　�各派代表者会議 

本会議（議案審議） 
議会だより編集委員会

15 日～�18 日・21 日 
本会議（一般質問）

16 日　�各派代表者会議 
議会運営委員会

18 日　議会報告会運営会議
23 日　�本会議（議案審議） 

議会運営委員会
29 日　議会だより編集委員会

４
 1 日　�各派代表者会議 

議会運営委員会
15 日　�ICT 推進検討特別委員会

行政視察
23 日　ICT 推進検討特別委員会
27 日　�各派代表者会議 

議会運営委員会

５
10 日　�各派代表者会議 

議会運営委員会
17 日　５月臨時会
19 日　�経済建設委員会 

（所管事項説明）
20 日　�福祉教育委員会 

（所管事項説明）
21 日　�総務委員会 

（所管事項説明）
27 日　ICT 推進検討特別委員会

６


